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顧
問
新
村
　
出
博
士
計

昭和36年初夏　自宅貴和斉に於て

　
本
会
顧
問
　
新
村
　
出
博
士
は
、
昭
和
四
二
年
八
月
一
七
日
、
九
二
歳
の

ご
高
齢
を
も
っ
て
、
不
帰
の
途
に
旅
立
た
れ
た
。

　
博
士
の
こ
生
涯
は
、
国
語
学
、
言
語
学
、
音
声
学
、
そ
し
て
東
西
交
渉
史

な
ど
新
し
い
学
問
分
野
の
開
拓
者
の
苦
悩
に
は
じ
ま
り
、
学
界
の
泰
斗
と
呼

ぶ
に
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
業
績
を
う
ち
た
て
ら
れ
た
こ
生
涯
で
あ

っ
た
。
よ
り
な
が
く
ご
長
寿
を
楽
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
と
の
私
ど
も
の
願
い

も
空
し
く
な
っ
た
い
ま
、
博
士
の
ご
業
績
の
巨
大
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
痛
感

す
る
の
で
あ
る
。

　
博
士
は
、
明
治
九
年
静
岡
で
生
ま
れ
ら
れ
た
。
明
治
三
二
年
東
京
帝
国
大

・
学
文
科
大
学
を
卒
業
、
明
治
三
五
年
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
り
、
明

治
三
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
教
授
を
兼
任
、
つ
い
で
、
新
た
に

開
設
さ
れ
る
京
都
帝
国
大
学
の
言
語
学
講
座
を
担
任
す
べ
く
海
外
留
学
を
命

ぜ
ら
れ
、
明
治
四
〇
年
一
月
京
都
帝
国
大
学
の
助
教
授
に
転
じ
、
同
年
三
月

渡
欧
し
、
四
二
年
四
月
ま
で
、
英
・
独
・
仏
三
脚
国
に
留
学
さ
れ
た
。
そ
し

て
明
治
四
二
年
九
月
の
新
学
期
か
ら
は
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
教
授

と
し
て
、
新
し
い
国
語
学
の
確
立
を
め
ざ
す
言
語
学
の
講
義
を
開
講
さ
れ
、

昭
和
二
年
の
定
年
退
官
ま
で
、
言
語
学
講
座
を
主
宰
さ
れ
た
。
こ
の
間
、

明
治
四
四
年
い
ら
い
退
官
ま
で
長
く
京
都
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
長
の
要
職

を
兼
ね
ら
れ
た
。
昭
和
三
年
に
は
帝
国
学
士
院
会
員
に
推
さ
れ
、
昭
和
＝

年
七
月
に
は
勲
一
等
瑞
宝
章
を
授
章
、
昭
和
三
一
年
に
は
文
化
勲
章
を
授
章

さ
れ
た
。
一
方
、
「
国
文
学
会
」
「
近
畿
方
言
学
会
」
な
ど
学
会
を
お
こ
さ
れ

た
の
に
つ
い
で
、
昭
和
ニ
ニ
年
に
は
「
日
本
言
語
学
会
」
を
全
国
に
主
唱
し

て
創
立
さ
れ
、
会
長
に
就
任
さ
れ
、
学
会
の
運
営
に
も
大
き
な
努
力
を
は
ら

わ
れ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
言
語
学
方
法
論
を
導
入
し
て
、
新
し
い
国
語
学
の
確
立
を

目
ざ
さ
れ
た
博
士
の
ご
研
究
が
、
多
方
面
に
大
き
な
業
績
を
の
こ
さ
れ
た
こ

と
は
、
こ
こ
に
申
す
ま
で
も
な
い
。
『
東
方
言
語
史
叢
考
』
『
東
亜
語
源
誌
』

『
典
籍
叢
談
』
『
国
語
問
題
精
義
』
『
国
語
学
叢
録
』
『
南
方
記
』
『
正
続

南
蛮
広
記
』
『
海
表
叢
書
』
、
　
さ
ら
に
は
『
士
林
』
『
広
辞
苑
』
な
ど
博
士

113　（887）



の
編
著
書
は
枚
挙
に
邊
な
い
が
、
博
士
の
国
語
学
研
究
の
大
き
な
特
色
の
一

つ
は
、
歴
史
主
義
を
と
り
、
史
的
研
究
の
方
法
を
言
語
学
研
究
の
上
に
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
臼
本
史
や
東
西
交
渉
史
へ
の
深
い
ご
造
詣
が
、
博

士
の
言
語
学
研
究
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
博
士
の
京
都
着
任
の
前
年
に
劇
立
さ
れ
た
わ
が
史
学
研
究
会
が
、
博
土
の

着
任
と
と
も
に
博
士
の
ご
援
助
を
乞
う
た
の
も
、
博
土
の
こ
学
風
か
ら
す

る
、
い
わ
ば
必
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
明
治
四
二
年
、
す
な
わ

ち
博
土
の
京
都
着
任
の
年
一
一
月
二
八
日
、
京
都
府
図
書
館
で
開
か
れ
た
本

会
第
二
回
総
会
の
席
上
、
　
「
園
語
史
上
の
一
疑
問
」
と
題
し
て
、
国
語
大
勢

の
変
遷
上
も
っ
と
も
璽
要
な
位
灘
を
し
め
る
東
圓
方
需
の
沿
革
に
つ
い
て
、

古
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
講
演
せ
ら
れ
た
。
そ
の
内
容

は
本
会
『
講
演
集
』
第
三
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
言
語
の
研
究
の
上
に
、

比
較
研
究
と
と
も
に
歴
史
的
研
究
の
重
要
栓
を
強
調
さ
れ
、
そ
の
有
効
性
を

証
さ
れ
た
講
演
で
あ
っ
た
。
講
演
に
先
立
っ
て
、
評
議
員
の
改
選
が
行
な
わ

れ
、
博
士
も
評
議
貴
に
選
出
せ
ら
れ
た
。
つ
い
で
三
等
誌
㎝
．
史
林
』
創
刊
と

と
も
に
別
掲
の
通
り
前
後
一
四
篇
の
論
考
を
寄
せ
ら
れ
た
。
近
世
初
頭
の
キ

リ
ス
ト
教
史
や
蘭
学
史
な
ど
、
何
れ
も
博
士
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
学
問
分

野
か
ら
の
寄
稿
を
賜
っ
て
い
る
。
役
員
と
し
て
は
、
端
．
史
林
』
創
刊
の
年
に

史
学
科
教
官
を
役
員
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
一
時
そ
の
任
を
退
か
れ
た
が
、

昭
和
一
三
年
、
ふ
た
た
び
評
議
員
に
復
さ
れ
、
昭
禰
二
二
年
に
い
た
っ
た
。

こ
う
し
て
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
研
究
の
上
か
ら
も
、
役
員
と
し
て

も
、
本
会
は
ま
こ
と
に
大
き
な
援
助
を
賜
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
九
年

名
誉
会
員
に
推
し
、
昭
和
三
七
年
制
度
の
変
更
に
よ
っ
て
顧
問
に
推
し
た
の

は
、
何
程
か
で
も
博
士
の
御
恩
に
報
い
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
二
年
一
〇
月
七
β
、
名
誉
市
民
に
推
さ
れ
て
い
た
博
士
の
京
都
市

公
葬
が
、
京
都
会
館
第
ニ
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
。
安
部
幸
明
氏
の
作
曲
に

な
る
博
士
の
和
歌
三
酋

　
　
　
た
ま
き
は
る
　
い
の
ち
な
り
と
も
　
こ
の
春
の

　
　
　
　
　
　
花
を
し
め
で
む
　
連
麹
の
花

　
　
　
杢
の
青
　
草
木
の
み
ど
り
　
尚
の
こ
る

　
　
　
　
　
　
さ
に
は
に
匂
ふ
　
白
芙
蓉
の
花

　
　
　
嵯
餓
野
菊
　
ひ
と
む
ら
咲
き
で
　
わ
が
庭
の

　
　
　
　
　
　
う
ら
が
る
る
秋
を
　
よ
そ
ほ
ひ
に
け
り

が
し
め
や
か
に
合
唱
さ
れ
、
博
士
は
永
遠
の
眠
り
に
っ
か
れ
た
。
な
お
市
公

葬
に
さ
い
し
本
会
を
代
表
し
て
、
小
葉
田
理
事
長
よ
り
弔
辞
を
捧
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熱
　
田
　
　
公
）

114 （888）



新
村
博
士
　
「
史
　
林
」
　
密
稿
論
文

国
語
史
上
の
一
疑
問

伊
勢
漂
流
民
の
事
績

爾
書
訳
局
の
創
設

和
蘭
伝
来
の
洋
画

慶
長
旧
聞
の
京
都
耶
蘇
三
三
の
墓
碑

京
都
南
蛮
寺
興
廃
考

足
利
学
校
の
盛
隣
と
西
教
宣
伝

徳
川
三
三
の
三
教
禁
圧
と
儒
者

青
木
昆
三
三
補
訂

邊
羅
の
臼
本
町
（
上
」
下
）

所
謂
京
都
南
蛮
寺
三
三
の
伝
来
に
閥
す
る
異
説

臼
本
と
選
羅
と
の
貿
易
に
つ
き
て

貨
秋
象
伝
来
径
路
の
想
定

羅
馬
教
皇
宛
大
友
宗
麟
書
状
に
就
い
て

（
浜
田
耕
作
共
著
）

「
講
演
集
」
三

「
史
的
研
究
」

「
史
林
」
一
の
三

　
　
　
　
二
の
一

　
　
　
　
三
の
一

　
　
　
　
三
の
三

　
　
　
　
四
の
四

　
　
　
　
五
の
四

　
　
　
　
入
の
二

八
の
三
・
九
の
一

　
　
　
　
○
の
四

　
　
　
一
二
の
一

　
　
　
一
三
の
四

　
　
　
一
五
の
四

　
　
　
　
　
　
弔
　
　
　
辞

　
史
学
研
究
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
本
会
顧
問
赫
村
畠
博
士
の
霊
前
に
、

謹
し
ん
で
哀
悼
の
辞
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
博
士
が
史
学
研
究
会
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
御
功
綾
を
想
い
ま
す
に
、

明
治
四
一
年
本
会
創
設
の
は
じ
め
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
博
土

の
蠣
広
い
御
学
問
か
ら
、
数
々
の
論
考
を
本
会
機
瀾
誌
「
史
林
」
に
御
審
稿

い
た
だ
き
、
史
学
の
研
究
を
大
い
に
振
興
せ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
二

二
年
に
い
る
ま
で
、
本
会
評
議
員
に
就
任
せ
ら
れ
、
本
会
運
営
の
た
め
箆
接

の
御
尽
力
を
賜
わ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
史
学
研
究
［
会
が
、
今
日
、
史
学
・
地
理
学
・
考
☆
学
の
総
合
学
会
と
し
て

独
輿
の
地
位
を
保
ち
、
我
が
騒
の
み
で
な
く
世
界
の
学
界
に
そ
の
名
を
は
せ

て
お
り
ま
す
の
は
、
創
設
い
ら
い
長
年
に
わ
た
る
博
土
の
多
方
面
な
御
助
力

に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
禰
二
九
年
、
本
会
に
名
四
会

員
…
制
度
が
開
か
れ
る
や
博
士
を
名
誉
会
員
に
推
し
、
つ
い
で
三
度
の
変
更
に

よ
っ
て
顧
聞
に
推
し
ま
し
た
の
は
、
何
ほ
ど
か
で
も
縛
士
の
御
功
績
に
お
報

い
し
ょ
う
と
し
た
か
ら
に
他
な
参
ま
せ
ん
。

　
い
ま
購
士
の
計
報
に
接
し
、
ま
こ
と
に
哀
惜
に
た
え
ま
せ
ん
。
長
年
に
わ

た
る
御
助
力
に
対
し
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
同
相
よ
っ
て
史

学
研
究
会
の
活
動
を
｝
そ
う
さ
か
ん
に
し
、
も
っ
て
博
士
の
御
遺
志
を
継
承

す
る
決
意
で
あ
る
こ
と
を
霊
前
に
お
誓
い
し
て
、
弔
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
昭
和
四
ご
年
一
〇
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
葉
　
濁
　
　
　
　
淳
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